社会福祉法人　県南ふくし会の事例紹介
◆企業概要

　　　企業名　：　社会福祉法人　県南ふくし会
　　　代表者職氏名　：　 理事長　石川　勝三
　　　所在地　：　大仙市　
　　業種　：　老人福祉事業
　　　労働者数　：　２７４人









































































社会福祉法人　県南ふくし会　行動計画


１．計画期間　平成１８年１０月１日～平成２１年９月３０日


２．内　　容（抜粋）


①　男性を含めた全職員に対し、育児・介護休業法等法令に基づく諸制度を周知し、育児休業の取得状況を次の水準とする。


　　　　　男性職員：１人以上　女性職員：取得率７０％


子の看護休暇制度について、より利用しやすい制度に改正する。


産前産後休暇を取得する職員について、休暇前に母性保護のための配慮をするとともに、休


暇後に原職に復帰させるための業務内容や業務体制の見直しを行う。


④　所定外労働削減のための措置を実施する。


　　














行動計画取組結果(抜粋)


①　育児休業の取得促進を法人方針として徹底し、父親の育児休業取得促進のための研修会の開催及び育児休業等両立支援制度に関する資料を作成し周知することにより、育児休業の取得促進を図った結果、男性職員1人、出産した女性職員の８２％が育児休業を取得した。


子の看護休暇制度(有給)の対象となる子の年齢を中学校就学前までに引き上げ、時間単位の取


得を可能とし、より利用しやすい制度に改めた。


③　出産した女性職員のうち夜間勤務を行っているすべての職員を対象に、産前は出産予定日の1か月前から夜間勤務を免除(15人)し、産後は育児休業を取得しない場合復帰後2ヶ月間夜間勤務を免除(2人)した。


子育て中の職員が出席する会議や打合せの開催時間を9時～16時までに設定するとともに、そ


の他すべての会議等について開催時間及び事後処理を含めた関係業務が、所定労働時間内に終了するよう設定し、所定外労働の削減のための取組を行った。








３．計画期間内の年次有給休暇の取得率　６１．０％を達成。


４．事業所内託児所を地域の育児サークルに開放　平成１８年２月２０日（月）に実施。














